
さんいん
史跡日和
プログラムガイド

開催期間：平成27年10月3日（土）～11月29日（日）

鳥取県・島根県の史跡・遺跡を遊覧する18プログラム

　ふるさと山陰の史跡整備を担う鳥取県・島根県及び両県の市
町村で構成する「山陰史跡整備ネットワーク会議」では、山陰
地方の史跡や遺跡を“まちあるき”により遊覧するプログラム「さ
んいん史跡日和」を開催いたします。この秋、山陰各地の文化
財を活用したアイデア満載のイベントを体験してみませんか！

【主催】島根県教育委員会・鳥取県教育委員会・松江市・出雲市・雲南市教育委員会
大田市教育委員会・益田市教育委員会・奥出雲町教育委員会・津和野町教育委員会
鳥取市教育委員会・倉吉市教育委員会・米子市教育委員会・琴浦町教育委員会
三朝町教育委員会・日野町教育委員会
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行きたいところがきっと見つかる！
テーマ別　さんいんの史跡・遺跡の遊覧ガイド

【戦国時代の山城に登ってみたい！】
あなたへのオススメは
→島根№04「山中鹿介ゆかりの地ウォーク」（安来市）

【「たたら製鉄」の現地に行ってみたい！】
あなたへのオススメは
→島根№02「「越堂たたら跡」発掘現場と「口田儀のまちなみ」見学会」（出雲市）
　　　№09「たたらの本場　吉田町を散策」（雲南市）
　　　№10「鉄師卜蔵家の里めぐり」（奥出雲町）
　鳥取№03「都合山たたら跡探訪」（日野町）

【中世のおもかげを訪ねたい！】
あなたへのオススメは
→島根№11「益田の中世を堪能する」（益田市）

【もっと古い時代の遺跡や発掘現場が好き！】
あなたへのオススメは
→島根№01「鹿島の縄文・弥生時代の史跡めぐり」（松江市）
　　　№08「ミニ講座・鳥井南遺跡をめぐる人間ドラマ」（大田市）

【「八雲立つ風土記の丘」、「因幡国府」を満喫したい！】
あなたへのオススメは
→島根№03「黄泉の国を探検する２０１５」（松江市）
　　　№06「スイスイフドキ 2015」（松江市）
　　　№07「出雲国造ゆかりの地をたずねて 2015」（松江市）
　鳥取№06「ブラチャリ IN 国府」（鳥取市）

【話題の「日本遺産」を歩いてみたい！】
あなたへのオススメは
→島根№05「日本遺産まち歩きイベント」（津和野町）
　鳥取№05「日本遺産「六根清浄と六感治癒」を歩く！」（三朝町）

【まち歩きを堪能してみたい！】
あなたへのオススメは
→鳥取№01「ことうら潮風ウォーク」（琴浦町）
　　　№02「ふるさと再発見　もみじウォーク　in　成徳・明倫」（倉吉市）
　　　№04「【研修】米子城下のまちあるき」（米子市）
　　　№07「山の手庭めぐり」（鳥取市）

【参加方法】
※各プログラム催行者にお問合せください。
各プログラムは事前予約制です。
プログラムの申し込み・お問合せにある連絡方法

（電話、FAX、メール、Web サイト等）
にてお申込みください。

【注意事項】（別欄参照）

さんいん史跡日和2015 02
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02出雲市 「
越
堂
た
た
ら
跡
」
発
掘
現
場
と

「
口
田
儀
の
ま
ち
な
み
」
見
学
会

こ
え

ど
う

く
ち

た

ぎ

出
雲
市
多
伎
町
を
拠
点
と
す
る
田
儀
櫻
井
家
は
、
田
儀

港
近
く
に
た
た
ら
場
（
越
堂
た
た
ら
）
を
構
え
、
海
に

近
い
立
地
を
活
か
し
製
鉄
に
必
要
な
原
料
の
搬
入
・
鉄

製
品
の
搬
出
ま
で
海
運
を
使
っ
て
操
業
し
て
い
ま
し
た
。

こ
の
地
域
は
い
わ
ば
当
時
最
先
端
の
「
製
鉄
コ
ン
ビ
ナ
ー

ト
」
だ
っ
た
の
で
す
。

今
回
の
ツ
ア
ー
で
は
、
現
在
発
掘
調
査
を
行
っ
て
い
る
越

堂
た
た
ら
跡
で
た
た
ら
場
の
様
子
を
間
近
で
観
察
し
た

後
、
海
運
業
で
大
い
に
栄
え
た
口
田
儀
の
ま
ち
な
み
を

散
策
し
ま
す
。
当
時
の
製
鉄
コ
ン
ビ
ナ
ー
ト
の
姿
に
思
い

を
馳
せ
て
み
ま
せ
ん
か
。

10月３日（土）　シャトルバス出発時間
 １便 13：30   ２便 14：10  ３便  14：50

参加費　 ： 無料　
集合場所 ： 手引ヶ丘公園第２駐車場（多伎町口田儀）
申込締切 ： 事前申し込み不要
申込・お問合せ ：出雲市文化財課
電　話  ： 0853-21-6893　FAX ： 0853-21-6617
メール  ： bunkazai@city.izumo.shimane.jp

案内人

　　　　　　　　　 やさしく！　楽しく！　わかり安く！
　　　　　　　をモットーに全力投球でお話しします。

幡中　光輔

※

集
合
場
所
か
ら
シ
ャ
ト
ル
バ
ス
で
移
動
し
ま
す
。

   

シ
ャ
ト
ル
バ
ス
出
発
時
刻
の
10
分
前
ま
で
に
ご
集
合
く
だ
さ
い
。

※

４
キ
ロ
弱
（
約
１
時
間
）
歩
き
ま
す
。

　
歩
き
や
す
い
服
装
・
く
つ
で
参
加
し
て
く
だ
さ
い
。

　
水
分
補
給
の
た
め
の
飲
み
物
も
忘
れ
ず
に
。

10月３日（土）　13：30 ～ 16：00
参加費　 ： 100円（保険代）。 別途ぜんざい代。　定員 ： 20名
集合場所 ： 松江市立鹿島歴史民俗資料館（駐車場あり）
申込締切 ： ９月25日
申込・お問合せ ： 松江市立鹿島歴史民俗資料館
電　話 ・FAX ： 0852-82-2797
メール  ： k-rekimin@mable.ne.jp
   

案内人

　　　　　　　　　     鹿島町は遺跡のたくさんあるところ。
数千年前に思いをはせ、古代人の足跡を一緒に巡りましょう。
                                        自転車通勤で鍛えた足でご案内します。

01松江市
鹿
島
の
縄
文
・
弥
生
時
代
の
史
跡
め
ぐ
り 

　　

さ
わ
や
か
な
秋
の
日
に
、
遠
く
に
神
名
火
山
（
朝
日
山
）

を
な
が
め
な
が
ら
、
史
跡
め
ぐ
り
を
し
ま
せ
ん
か
？

ま
ず
、
鹿
島
歴
史
民
俗
資
料
館
で
遺
跡
か
ら
の
出
土
品

を
見
学
し
た
後
、
山
陰
で
唯
一
の
縄
文
貝
塚
、
国
史
跡

佐
太
講
武
貝
塚
へ
。

続
い
て
、
た
く
さ
ん
の
古
墳
が
取
り
囲
む
講
武
平
野
を

歩
い
て
向
か
う
の
は
、
県
史
跡
堀
部
第1

遺
跡
で
す
。

こ
こ
は
、
弥
生
時
代
前
期
の
開
拓
者
た
ち
の
墓
。
眼
前

に
広
が
る
広
い
水
田
を
前
に
目
を
閉
じ
れ
ば
、
弥
生
人

の
声
が
聞
こ
え
て
く
る
か
も
？

歩
い
た
後
は
、
佐
太
神
社
近
く
の
茶
店
の
甘
い
ぜ
ん
ざ
い

で
疲
れ
を
い
や
し
ま
し
ょ
う
。

丹羽野輝子

さんいん史跡日和 2015

カレンダー　島根

10/ 3 土

01 鹿島の縄文・弥生時代の史跡めぐり

02 「越堂たたら跡」発掘現場と
「口田儀のまちなみ」見学会

10/ 4 日 03 黄泉の国を探検する２０１５

10/18 日 04 山中鹿介ゆかりの地ウォーク

10/18 日 06 スイスイフドキ２０１５

10/25 日 07 出雲国造ゆかりの地をたずねて２０１５

11/ 8 日 10 鉄師卜蔵家の里めぐり

11/ 1 日 08 ミニ講座・鳥井南遺跡をめぐる人間ドラマ

11/ 7 土 09 たたらの本場吉田町を散策

11/ 8 日 11 益田の中世を堪能する

10/18
・11/ 1
・11/22

日 05 日本遺産まち歩きイベント

3p

4p

5p

03松江市

10月４日（日）　　10：00 ～ 12：00

黄
泉
の
国

を
探
検
す
る
２
０
１
５

み

よ

※

横
穴
式
石
室
の
中
に
入
り
ま
す
。
汚
れ
て
も
よ
い
動
き
や
す
い
服
装
、

　
長
靴
、
軍
手
、
懐
中
電
灯
、
飲
み
物
等
を
各
自
ご
用
意
く
だ
さ
い
。

　
Ｆ
Ａ
Ｘ
・
Ｅ
メ
ー
ル
の
場
合
は
下
記
事
項
を
ご
記
入
い
た
だ
き
送
信
く
だ
さ
い
。

　
①
氏
名
（
フ
リ
ガ
ナ
）
②
年
齢
（
保
険
加
入
に
必
要
）

　
③
性
別
（
保
険
加
入
に
必
要
）
④
住
所
⑤
当
日
連
絡
の
と
れ
る
電
話
番
号

　
⑥
Ｅ
メ
ー
ル
ア
ド
レ
ス
も
し
く
は
Ｆ
Ａ
Ｘ
番
号

参加費　 ：100円　　　　　　　定員　 ： 10名
集合場所 ： ガイダンス山代（駐車場あり）
申込締切 ： 10月２日
申込・お問合せ ： 
ふどきのおか公式HP ： http://www.yakumotatu-fudokinooka.jp/
電　話  ： 0852-23-2485　FAX ： 0852-23-2429
Eメール ： fudokibiyori@yakumotatu-fudokinooka.jp

島根を代表する古墳の見どころを
わかりやすくご案内します。

　　 守岡　利栄

『
古
事
記
』
に
は
、
イ
ザ
ナ
ギ
ノ
ミ
コ
ト
が
死
ん
だ
イ
ザ

ナ
ミ
ノ
ミ
コ
ト
に
会
い
に
黄
泉
の
国
へ
行
き
、
変
わ
り
果

て
た
妻
の
姿
を
見
て
黄
泉
比
良
坂
を
逃
げ
帰
っ
た
話
を

伝
え
て
い
ま
す
。
こ
の
黄
泉
の
国
を
連
想
さ
せ
る
の
が
、

古
墳
時
代
後
期
に
造
ら
れ
た
豪
族
の
墓
、
横
穴
式
石

室
で
す
。
横
穴
式
石
室
の
内
部
は
、
真
っ
暗
な
洞
窟
の

よ
う
な
墓
室
で
あ
り
、
ま
さ
に
死
者
の
住
む
世
界
で
す
。

出
雲
の
王
が
眠
る
山
代
古
墳
群
を
訪
ね
、
黄
泉
の
国
を

一
緒
に
体
験
し
ま
し
ょ
う
。

案内人

さんいん史跡日和201503
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05津和野町

10月18日（日）　9：00 ～ 12：00、13：00 ～ 16：00
11月１日（日）・11月22日（日）　9：00 ～ 12：00

日
本
遺
産
ま
ち
歩
き
イ
ベ
ン
ト

～
津
和
野
今
昔
ウ
ォ
ー
ク
～

今
年
、
文
化
庁
に
よ
っ
て
創
設
さ
れ
た
新
制
度
「
日
本

遺
産
」
に
、「
津
和
野
今
昔
〜
百
景
図
を
歩
く
〜
」
が

認
定
さ
れ
ま
し
た
。
津
和
野
に
は
、
今
か
ら
約
１
５
０

年
前
の
幕
末
頃
の
よ
う
す
が
描
か
れ
た
『
津
和
野
百
景

図
』
と
い
う
旧
藩
主
亀
井
家
伝
来
の
お
宝
が
あ
り
ま
す
。

こ
の
百
景
図
を
手
が
か
り
に
、
現
在
の
津
和
野
の
ま
ち

を
歩
け
ば
、
い
た
る
と
こ
ろ
に
発
見
が
い
っ
ぱ
い
で
す
。

ま
ち
歩
き
を
と
お
し
て
、
江
戸
時
代
の
城
下
町
の
文
化
、

そ
し
て
幼
少
期
の
森
林
太
郎
（
鷗
外
）
が
過
ご
し
た
景

色
を
再
発
見
し
て
み
ま
せ
ん
か
。

※

Ｆ
Ａ
Ｘ
・
Ｅ
メ
ー
ル
の
場
合
は
左
記
事
項
を
ご
記
入
い
た
だ
き
送
信
く
だ
さ
い
。

　
①
氏
名
（
フ
リ
ガ
ナ
）
②
年
齢
（
保
険
加
入
に
必
要
）

　
③
性
別
（
保
険
加
入
に
必
要
）
④
住
所
⑤
当
日
連
絡
の
と
れ
る
電
話
番
号

　
⑥
Ｅ
メ
ー
ル
ア
ド
レ
ス
も
し
く
は
Ｆ
Ａ
Ｘ
番
号

参加費　 ： 無料　　　　　　　定員　 ： 80名（各日とも）
集合場所 ： 各日とも日本遺産センター（津和野町後田）（駐車場なし） 
申込締切 ： 各日ともそれぞれ１週間前
申込・お問合せ ： 津和野町役場商工観光課
電　話  ： 0856-72-0650　FAX ： 0856-72-1650
メール  ： kankou@town.tsuwano.lg.jp

案内人
高野　龍也

おそらく幕末のころは日本中に
津和野のような町がありましたが、今は…。

津和野の日本遺産は津和野に人が住む限り、
未来永劫つむがれています！

06松江市

10月18日（日）　　9：00 ～ 11：00

ス
イ
ス
イ
フ
ド
キ
２
０
１
５

※

サ
イ
ク
リ
ン
グ
に
適
し
た
服
装
で
お
願
い
し
ま
す
。

　
Ｆ
Ａ
Ｘ
・
Ｅ
メ
ー
ル
の
場
合
は
下
記
事
項
を
ご
記
入
い
た
だ
き
送
信
く
だ
さ
い
。

　
①
氏
名
（
フ
リ
ガ
ナ
）
②
年
齢
（
保
険
加
入
に
必
要
）

　
③
性
別
（
保
険
加
入
に
必
要
）
④
住
所
⑤
当
日
連
絡
の
と
れ
る
電
話
番
号

　
⑥
Ｅ
メ
ー
ル
ア
ド
レ
ス
も
し
く
は
Ｆ
Ａ
Ｘ
番
号

参加費　 ： 400円　　　　　　　定員　 ： ８名
集合場所 ： 風土記の丘展示学習館（駐車場あり）
申込締切 ： 10月16日（金）
申込・お問合せ ：
ふどきのおか公式HP ： http://www.yakumotatu-fudokinooka.jp/
電　話  ： 0852-23-2485　FAX ： 0852-23-2429
Eメール ： fudokibiyori@yakumotatu-fudokinooka.jp

１～２時間でいろんな遺跡を気軽に見たい方は
電動アシスト自転車がおすすめですよ～♪

　　 深田　浩

～
電
動
ア
シ
ス
ト
自
転
車
で
颯
爽
と
サ
イ
ク
リ
ン
グ
！
～

風
土
記
の
丘
の
周
辺
に
は
神
社
や
古
代
遺
跡
な
ど
、
縁

結
び
や
神
話
ゆ
か
り
の
地
が
た
く
さ
ん
あ
り
ま
す
。
で

も
こ
れ
を
歩
い
て
散
策
す
る
の
は
結
構
た
い
へ
ん
で
す

し
、
車
で
移
動
す
る
の
も
ち
ょ
っ
と
無
粋
。
そ
こ
で
、
風

土
記
の
丘
に
は
周
辺
散
策
の
頼
も
し
い
味
方
「
電
動
ア

シ
ス
ト
付
自
転
車
」
が
あ
り
ま
す
！
急
な
坂
で
も
ス
イ

ス
イ
走
れ
る
自
転
車
に
乗
っ
て
、
古
代
ロ
マ
ン
あ
ふ
れ
る

意
宇
平
野
を
颯
爽
と
サ
イ
ク
リ
ン
グ
し
て
み
ま
せ
ん

か
？
出
雲
国
府
跡
で
は
発
掘
調
査
中
の
現
地
も
見
学
し

ま
す
。
で
は
、
ス
ー
イ
ス
イ
！

案内人

07松江市

10月25日（日）　　10：00 ～ 12：00　　

出
雲
国
造
ゆ
か
り
の
地
を
た
ず
ね
て

２
０
１
５

こ
く

そ
う

※

歩
き
や
す
い
服
装
で
参
加
願
い
し
ま
す
。

　
Ｆ
Ａ
Ｘ
・
Ｅ
メ
ー
ル
の
場
合
は
下
記
事
項
を
ご
記
入
い
た
だ
き
送
信
く
だ
さ
い
。

　
①
氏
名
（
フ
リ
ガ
ナ
）
②
年
齢
（
保
険
加
入
に
必
要
）

　
③
性
別
（
保
険
加
入
に
必
要
）
④
住
所
⑤
当
日
連
絡
の
と
れ
る
電
話
番
号

　
⑥
Ｅ
メ
ー
ル
ア
ド
レ
ス
も
し
く
は
Ｆ
Ａ
Ｘ
番
号

参加費　 ： 500円（入館料込）　　　　定員　 ： 10名
集合場所 ： 風土記の丘展示学習館（駐車場あり）
申込締切 ： 10月22日（木）
申込・お問合せ ：
ふどきのおか公式HP ： http://www.yakumotatu-fudokinooka.jp/
電　話  ： 0852-23-2485　FAX ： 0852-23-2429
Eメール ： fudokibiyori@yakumotatu-fudokinooka.jp

松江城下町から島根半島の山並みまで、
様々な「痕跡」を探し求めて歩いています。

　　
椿　真治

～
出
雲
大
社
に
行
く
前
に
、
知
っ
て
お
き
た
い
～

「
出
雲
国
造
」
と
い
え
ば
、
出
雲
大
社
の
歴
代
の
神
主

さ
ん
。
実
は
そ
の
昔
、
出
雲
国
造
は
現
在
の
松
江
市
大

庭
町
、
神
魂
神
社
の
近
く
に
館
を
か
ま
え
、
杵
築
と
熊

野
の
両
大
社
の
祭
祀
を
行
っ
て
い
ま
し
た
。
こ
の
プ
ロ
グ

ラ
ム
で
は
、
神
魂
神
社
旧
参
道
を
中
心
に
、
出
雲
国
造

に
ゆ
か
り
の
あ
る
場
所
を
ぶ
ら
歩
き
し
ま
す
。
１
４
０

年
前
の
明
治
は
じ
め
の
地
図
を
見
な
が
ら
、
大
庭
の
台

地
に
残
さ
れ
た
国
造
館
や
古
道
の
「
痕
跡
」
を
見
つ
け

て
く
だ
さ
い
。

案内人

04安来市

10月18日（日）　9：30 ～ 12：00

山
中
鹿
介
ゆ
か
り
の
地
ウ
ォ
ー
ク

※

ス
ニ
ー
カ
ー
等
、
歩
き
や
す
い
服
装
で
お
願
い
し
ま
す
。

　
Ｆ
Ａ
Ｘ
の
場
合
は
左
記
事
項
を
ご
記
入
い
た
だ
き
、
送
信
く
だ
さ
い
。

　
①
氏
名
（
フ
リ
ガ
ナ
）
②
年
齢
（
保
険
加
入
に
必
要
）
③
性
別
（
保
険
加
入
に
必
要
）

　
④
住
所
⑤
当
日
連
絡
の
取
れ
る
電
話
番
号
⑥
Ｅ
メ
ー
ル
ア
ド
レ
ス
も
し
く
は
Ｆ
Ａ
Ｘ
番
号

　 

参加費　 ： 100円（保険代）　　　　定員　 ： 20名
集合場所 ： 安来市立歴史資料館
申込締切 ： 10月16日（金）
申込・お問合せ ：安来市立歴史資料館
電　話・ FAX ： 0854-32-2767 案内人

戦国時代の城や歴史が大好きです！
ぜひ一緒に戦国ロマンを感じながらウォーキングしましょう！！

　　 舟木　聡
案内人

尼
子
家
再
興
を
目
指
し
戦
国
乱
世
を
駆
け
抜
け
た
山

中
鹿
介
。
そ
の
熱
い
生
き
様
は
全
国
の
戦
国
フ
ァ
ン
を
魅

了
し
て
い
ま
す
。
今
回
は
月
山
富
田
城
周
辺
に
残
る
鹿

介
ゆ
か
り
の
地
を
巡
り
、
鹿
介
の
生
涯
に
つ
い
て
学
ん
で

い
き
ま
す
。
戦
国
史
に
興
味
の
あ
る
方
、
鹿
介
フ
ァ
ン
の

方
、
健
康
の
た
め
歩
き
た
い
方
な
ど
ふ
る
っ
て
ご
参
加
く

だ
さ
い
！

さんいん史跡日和2015 04
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08大田市

11月１日（日）　13：30 ～ 15：00

ミ
ニ
講
座
・
鳥
井
南
遺
跡
を
め
ぐ
る
人
間
ド
ラ
マ

～
発
掘
調
査
現
場
の
実
話
～

今
は
グ
ラ
ウ
ン
ド
と
し
て
利
用
さ
れ
て
い
る
鳥
井
運
動

公
園
。
今
か
ら
二
十
年
前
、
公
園
建
設
の
裏
側
に
は
激

動
の
発
掘
現
場
が
あ
り
ま
し
た
。

次
々
と
発
見
さ
れ
る
古
代
の
住
居
址
や
ま
つ
り
の
痕
跡
。

お
び
た
だ
し
い
出
土
品
。
照
り
つ
け
る
太
陽
。
切
迫
し

た
工
期
と
予
算
。
判
断
を
迫
ら
れ
る
調
査
員
の
苦
悩
。

そ
し
て
、
徐
々
に
明
ら
か
と
な
っ
て
い
く
過
去
の
人
々
の

息
遣
い
。

今
回
は
、
鳥
井
南
遺
跡
発
掘
調
査
当
時
の
リ
ア
ル
な
調

査
の
様
子
と
、
ひ
も
と
か
れ
て
き
た
古
代
の
人
々
の
生

活
を
、
当
時
の
写
真
や
出
土
品
と
と
も
に
紹
介
し
ま
す
。

現
地
に
ま
だ
遺
跡
の
眠
る
鳥
井
の
丘
陵
を
訪
れ
、
当
時

の
人
々
の
足
跡
を
た
ど
っ
て
み
ま
す
。

※

遺
跡
現
地
は
足
元
の
悪
い
場
所
が
あ
り
ま
す
。

　 

動
き
や
す
い
服
装
、
靴
で
ご
参
加
く
だ
さ
い
。

　 

（
雨
天
の
場
合
、
現
地
訪
問
は
中
止
す
る
こ
と
が
あ
り
ま
す
）

参加費　 ： 100円（保険代）　　　　　　　定員　 ： 15名
集合場所 ： 鳥井まちづくりセンター（駐車場あり）
申込締切 ： 10月29日（木）
申込・お問合せ ：大田市教育委員会社会教育課
電　話  ： 0854-83-8126　FAX ： 0854-82-5395
メール  ： o-syakyou@iwamigin.jp

案内人

　　　　　　　　　 豊富な知識と経験で、考古学を楽しみ伝える西尾さん。
赴任と同時に鳥井南遺跡の現場担当となった中田さん。

発掘調査の苦楽と奥深さを語ります。

　　

11益田市

11月８日（日）　　9：30 ～ 12：00

益
田
の
中
世
を
堪
能
す
る
！

益
田
は
中
世
の
城
下
町
と
し
て
繁
栄
し
、
城
や
館
、
湊

な
ど
の
遺
跡
や
、
領
主
の
益
田
氏
に
代
々
伝
え
ら
れ
て

き
た
「
益
田
家
文
書
」
な
ど
、
中
世
文
化
を
感
じ
る
こ

と
の
で
き
る
数
少
な
い
地
域
で
す
。
そ
ん
な
益
田
を
、

古
地
図
片
手
に
歩
い
て
み
ま
せ
ん
か
？
発
掘
調
査
中
の

益
田
氏
の
館
跡
で
は
、
特
別
公
開
さ
れ
た
調
査
現
場
を

見
学
し
て
最
新
の
発
掘
情
報
を
先
取
り
し
ま
す
。ま
た
、

萬
福
寺
で
は
雪
舟
の
つ
く
っ
た
庭
園
を
観
賞
し
な
が
ら
、

毛
利
元
就
に
ふ
る
ま
っ
た
と
い
う
「
中
世
の
食
」
を
試

食
し
ま
す
。
見
て
、
食
べ
て
、
歩
い
て
中
世
を
堪
能
し

ま
せ
ん
か
！

※

動
き
や
す
い
服
装
、
靴
で
ご
参
加
く
だ
さ
い
。

　 

Ｆ
Ａ
Ｘ
・
Ｅ
メ
ー
ル
の
場
合
は
左
記
事
項
を
ご
記
入
い
た
だ
き
送
信
く
だ
さ
い
。

　 

①
氏
名
（
フ
リ
ガ
ナ
）
②
年
齢
（
保
険
加
入
に
必
要
）
③
性
別
（
保
険
加
入
に
必
要
）
④
住
所
、

   

⑤
当
日
連
絡
の
と
れ
る
電
話
番
号
⑥
Ｅ
メ
ー
ル
ア
ド
レ
ス
も
し
く
は
Ｆ
Ａ
Ｘ
番
号
。

参加費　 ： 1,500円（保険代、食事代込み）　　　　　定員　 ： 10名
集合場所 ： 三宅御土居（駐車場あり）
申込締切 ： 11月５日（木）
申込・お問合せ ： 益田市教育委員会文化財課
電　話  ： 0856-31-0623　FAX ： 0856-24-1380
メール  ： bunka@city.masuda.lg.jp

案内人

　　　　　　　　　 益田市の豊かな文化財に
心惹かれて集まった個性豊かなメンバーが、

得意の文化財について熱く語ります。

　　
文化財課

10奥出雲町

11月８日（日）　10：30 ～ 12：00

鉄
師
ト
蔵
家
の
里
め
ぐ
り

※

雨
天
時
は
中
止
す
る
場
合
が
あ
り
ま
す
。

   

必
ず
連
絡
先
を
ご
記
入
く
だ
さ
い
。

参加費　 ： 無料　　　　　　　定員　 ： 20名
集合場所 ： 追谷自治会館（ト蔵庭園横）（駐車場あり）
申込締切 ： 11月５日（木）
申込・お問合せ ： 奥出雲町教育委員会社会教育課
電　話  ： 0854-52-2680　FAX ： 0854-52-3048
メール  ： shakaikyouiku@town.okuizumo.shimane.jp

　　　　　　　　　 酒好きの文化財担当者が案内します。
今宵の酒の肴に、晩秋の奥出雲のたたらの歴史

と景観にふれてみてはいかがですか？

　　
高尾　昭浩

〜
た
た
ら
と
棚
田
の
文
化
的
景
観
〜

紅
葉
の
美
し
い
船
通
山
の
山
懐
に
鉄
師
ト
蔵
家
の
里
が

あ
り
ま
す
。
こ
の
地
は
古
く
か
ら
た
た
ら
製
鉄
が
盛
ん

に
行
わ
れ
、
原
た
た
ら
跡
に
残
る
カ
ツ
ラ
の
巨
木
や
驚

異
的
な
鉄
の
生
産
を
記
録
し
た
石
碑
な
ど
が
往
時
を
偲

ば
せ
ま
す
。
ま
た
、
江
戸
時
代
初
期
の
ト
蔵
庭
園
や
砂

鉄
採
取
の
た
め
に
切
り
崩
さ
れ
た
鉄
穴
流
し
跡
地
に
拓

か
れ
た
棚
田
と
あ
い
ま
っ
て
独
特
な
景
観
つ
く
り
あ
げ
て

い
ま
す
。
地
元
の
方
が
つ
く
っ
た
展
望
台
か
ら
見
る
絶
景

の
農
山
村
風
景
は
、
た
た
ら
製
鉄
と
と
も
に
生
き
た
先

人
た
ち
の
心
が
伝
わ
っ
て
き
ま
す
。

案内人

て
つ

し

ぼ

く
ら

げ

09雲南市

11月７日（土）　13：00 ～ 15：45

「
た
た
ら
」
の
本
場
　
吉
田
町
を
散
策

※

歩
き
や
す
い
服
装
で
お
こ
し
く
だ
さ
い
。

　
雨
具
、
水
筒
を
ご
準
備
く
だ
さ
い
。

参加費　 ： 350円（保険代、バス代）　　　定員　 ： 20名
集合場所 ： 吉田総合センター（駐車場あり）
申込締切 ： 10月16日（金）
申込・お問合せ ： 雲南市教育委員会社会教育課
電　話  ： 0854-40-1104　FAX ： 0854-40-1106
Eメール  : shakai-kyouiku@city.unnan.shimane.jp　
　 　　　　　　　　　 「吉田の街中」は雲南市教育委員会の坂本が、

「菅谷たたら山内」は建築の専門家である木本が、分かりやすくご説明します。

　　
坂本　諭司、木本泰二郎

〜
紅
葉
と
鉄
を
満
喫
し
ま
せ
ん
か
〜

雲
南
市
吉
田
町
に
は
「
た
た
ら
」（
た
た
ら
と
は
↓
砂

鉄
を
高
温
で
溶
か
し
て
鉄
を
つ
く
る
日
本
独
自
の
製
鉄

技
法
）
の
歴
史
が
色
濃
く
残
っ
て
お
り
、
そ
の
象
徴
的

な
存
在
が
菅
谷
た
た
ら
山
内
（
菅
谷
た
た
ら
山
内
と

は
↓
高
殿
や
元
小
屋
な
ど
た
た
ら
操
業
に
関
す
る
建
造

物
と
、
た
た
ら
操
業
に
従
事
し
た
人
々
が
暮
ら
す
集
落

の
総
称
）
で
す
。
現
在
、
菅
谷
た
た
ら
山
内
の
元
小
屋

は
保
存
修
理
工
事
の
た
め
見
学
を
休
止
し
て
お
り
ま
す

が
、
今
回
は
特
別
に
再
生
し
つ
つ
あ
る
元
小
屋
を
公
開

い
た
し
ま
す
。
ま
た
、
元
小
屋
見
学
の
前
に
は
、「
た

た
ら
」
の
歴
史
が
溢
れ
る
吉
田
の
街
中
を
散
策
し
て
い

た
だ
き
ま
す
。

案内人

さんいん史跡日和201505
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01琴浦町

10月11日（日）　　13：00 ～ 16：30　　

こ
と
う
ら
潮
風
ウ
ォ
ー
ク

※

歩
き
や
す
い
服
装
・
靴
で
お
願
い
し
ま
す
。

参加費　 ： 400円（保険代等）　　　　定員　 ： 15名
集合場所 ： 鳴り石の浜駐車場
申込締切 ： 10月2日（金）※定員になり次第終了
申込・お問合せ ： 琴浦町教育委員会社会教育課
電　話  ： 0858-52-1161　FAX ： 0858-52-1122
Eメール ： syakaikyouiku@town.kotoura.tottori.jp 赤碕生まれ、赤碕育ち。

琴浦の山から海まで知り尽くした達人。
気持ち良い潮風を浴びながら、のんびり町を歩きましょう。

　　

～
歴
史
と
潮
風
で
ア
タ
マ
も
コ
コ
ロ
も
よ
く
な
る
、

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
良
く
な
る
～

岩田
　弘

「
海
気
浴
」
を
ご
存
知
で
す
か
？
森
林
浴
が
森
林
の
空

気
を
浴
び
る
よ
う
に
、
海
辺
の
潮
風
を
吸
い
込
み
、
リ

ラ
ッ
ク
ス
す
る
こ
と
を
「
海
気
浴
」
と
い
い
ま
す
。
そ
ん

な
海
気
浴
に
ぴ
っ
た
り
な
赤
碕
の
海
岸
沿
い
を
今
回
は

歩
き
ま
す
。
鳴
り
石
の
浜
や
神
崎
神
社
な
ど
ス
ピ
リ
チ
ュ

ア
ル
な
場
所
か
ら
、
赤
崎
台
場
跡
、
菊
港
な
ど
歴
史
溢

れ
る
場
所
を
巡
り
ま
す
。
歩
い
た
後
は
ご
褒
美
ス
イ
ー

ツ
を
ご
用
意
。
こ
れ
で
ア
タ
マ
も
心
も
リ
フ
レ
ッ
シ
ュ
間

違
い
な
し
!?

案内人

02倉吉市

10月31日（土）　　9：00 ～ 15：00　　

ふ
る
さ
と
再
発
見
　

も
み
じ
ウ
オ
ー
ク
　
in
　
成
徳
・
明
倫

参加費　 ： 500円（保険料・昼食代含む）　　　　定員　 ： 120名
集合場所 ： 倉吉博物館正面玄関前（椿の平）
申込締切 ： 10月19日（月）
申込・お問合せ ： 倉吉ライオンズクラブ事務局
電　話  ： 0858-24-6881　FAX ： 0858-24-6882
ホームページ ： http://kurayoshi-lions.jp 今回は、せまい範囲の中に

多くの旧跡がある倉吉の中心部を散策します。
地元の人でさえ改めてうなずく、新しい発見のウオークに是非ご参加下さい。

　　

※

ウ
ォ
ー
キ
ン
グ
に
適
し
た
服
装
で
お
願
い
し
ま
す
。

 

　 古
く
か
ら
文
化
が
栄
え
、
ま
た
豊
か
な
自
然
に
恵
ま
れ

た
倉
吉
の
良
さ
を
再
認
識
し
て
も
ら
う
た
め
、
平
成
13

年
よ
り
毎
年
、
市
内
の
文
化
財
や
名
所
を
ウ
オ
ー
ク
し

て
い
ま
す
。
今
年
度
は
江
戸
時
代
に
倉
吉
を
治
め
た
藩

家
老
荒
尾
氏
の
墓
所
（
市
指
定
史
跡
）
や
、
中
世
か
ら

明
治
時
代
の
絵
馬
（
県
指
定
民
俗
文
化
財
）
を
多
く

残
す
天
台
宗
の
古
刹
・
長
谷
寺
、
江
戸
時
代
末
期
か
ら

戦
前
ま
で
に
建
て
ら
れ
た
家
屋
や
土
蔵
な
ど
が
見
ら
れ

る
成
徳
・
明
倫
地
区
を
歩
き
ま
す
。
成
徳
・
明
倫
地

区
に
の
こ
る
文
化
財
を
見
て
歩
き
、
あ
ら
た
め
て
郷
土

の
風
土
や
歴
史
、
伝
統
文
化
を
発
見
し
ま
せ
ん
か
。

案内人
山本　彰

03日野町

11月３日（祝）　　9：00 ～ 11：40　　

都
合
山
た
た
ら
跡
探
訪

※

片
道
50
分
の
道
を
歩
き
ま
す
。

　
途
中
ぬ
か
る
ん
だ
と
こ
ろ
が
あ
り
ま
す
の
で
、
長
靴
・
軍
手
・
雨
合
羽
な
ど
、

　
山
道
を
歩
け
る
準
備
で
参
加
く
だ
さ
い
。

　
飲
料
水
を
持
参
く
だ
さ
い
。

　

参加費　 ： 1,000円（傷害保険・資料代等）　　　　定員　 ： 15名
集合場所 ： 日野町上菅「日本一小さな蔵美術館」駐車場
　　　　　JR伯備線上菅駅下車５分
申込締切 ： 10月27日（火）
申込・お問合せ ：奥日野ガイド倶楽部・日野町教育委員会
電　話  ： ガイド倶楽部0859-72-1350・日野町0859-72-2107　
FAX ： 日野町0859-72-1484

たたらの魅力を
硬軟おりまぜて解説します。

現地ではパフォーマンスあり。

　　

～
鐡
人
（
て
つ
じ
ん
）
の
道
を
ゆ
く
～

大
正
年
間
ま
で
日
野
の
各
地
で
行
わ
れ
て
い
た
「
た
た

ら
製
鉄
」。
そ
の
代
表
的
な
遺
構
で
あ
る
「
都
合
山
た

た
ら
」
跡
を
訪
ね
ま
す
。

か
っ
て
、
た
た
ら
職
人
が
行
き
来
し
、
真
砂
や
炭
な
ど

の
材
料
や
製
品
を
積
ん
だ
馬
が
頻
繁
に
通
っ
た
「
た
た

ら
街
道
」。
ゆ
る
や
か
に
た
た
ら
場
へ
の
ぼ
っ
て
ゆ
く
片

道
50
分
の
道
沿
い
に
は
、
幻
の
「
上
菅
五
滝
」
や
、
深

ま
り
ゆ
く
秋
の
奥
日
野
の
自
然
が
楽
し
め
、
ト
レ
ッ
キ
ン

グ
に
は
最
適
！

操
業
時
の
遺
構
と
記
録
が
残
る
、
学
術
的
に
も
貴
重
な

「
都
合
山
た
た
ら
」
跡
で
は
、
そ
の
仕
組
み
な
ど
、
そ
の

魅
力
を
解
説
。
歴
史
ロ
マ
ン
と
健
康
づ
く
り
を
い
っ
ぺ
ん

に
楽
し
ん
で
！

案内人

つ

ご
う

や
ま

さんいん史跡日和 2015

カレンダー　鳥取

11/ 3 祝 03 都合山たたら跡探訪

11/ 8 日 05 日本遺産｢六根清浄と六感治癒｣を歩く！

10/11 日 01 ことうら潮風ウォーク

10/31 土 02 ふるさと再発見　もみじウォーク
ｉｎ　成徳・明倫

11/
  5・6 金

木
04 【研修】米子城下のまちあるき

11/14 土 06 ブラチャリ　ＩＮ　国府

11/28 土 07 山の手庭めぐり

6p

7p
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05三朝町

11月８日（日）　　8：30 ～ 12：30　　

日
本
遺
産
「
六
根
清
浄
と
六
感
治
癒
」

を
歩
く
！

※

歩
き
や
す
い
服
装
・
靴
で
お
願
い
し
ま
す
。

　
フ
ァ
ッ
ク
ス
・
Ｅ
メ
ー
ル
の
場
合
は
左
記
事
項
を
御
記
入
い
た
だ
き
、

　
送
信
く
だ
さ
い
。

　
①
氏
名
（
フ
リ
ガ
ナ
）
、
②
年
齢
、
③
住
所
、

　
④
当
日
連
絡
が
と
れ
る
電
話
番
号
、
　

　
⑤
Ｅ
メ
ー
ル
ア
ド
レ
ス
ま
た
は
フ
ァ
ッ
ク
ス
番
号

　

参加費　 ： 無料　　　　　　定員　 ： 20名
集合場所 ： キュリー広場（駐車場あり）
申込締切 ： 10月30日（金）※定員になり次第終了
申込・お問合せ ： 三朝町教育委員会社会教育課
電　話  ： 0858-43-3518　FAX ： 0858-43-0647
Eメール ： kyouiku@town.misasa.tottori.jp 普段通りすぎてしまう路傍の石柱や

地元民しか知らない逸話等
この機会にみなさまに紹介します！

「
第
５
回
三
朝
町
文
化
財
探
訪
」

藤井　紀好

三
朝
町
の
文
化
財
を
み
な
さ
ん
に
知
っ
て
い
た
だ
き
た
く

企
画
し
た
「
文
化
財
探
訪
」
も
今
回
で
５
回
目
。
今

回
は
三
徳
山
・
三
朝
温
泉
が
日
本
遺
産
「
六
根
清
浄
と

六
感
治
癒
の
地
」
と
し
て
認
定
さ
れ
た
記
念
に
、
そ
の
ス

ト
ー
リ
ー
を
体
感
い
た
だ
く
コ
ー
ス
を
準
備
し
ま
し
た
！

コ
ー
ス
は
紅
葉
に
色
づ
き
始
め
た
三
徳
山
を
出
発
し
、

紅
葉
狩
り
を
し
な
が
ら
三
朝
温
泉
を
目
指
す
約
９
km
の

行
程
。

道
中
に
点
在
す
る
石
柱
や
三
朝
温
泉
発
祥
の
湯「
株
湯
」

等
に
立
ち
寄
り
な
が
ら
ゴ
ー
ル
を
目
指
し
ま
す
。
到
着

後
は
、
世
界
屈
指
の
ラ
ド
ン
泉
　
三
朝
温
泉
に
入
浴
い

た
だ
き
、
コ
コ
ロ
も
カ
ラ
ダ
も
洗
っ
て
い
た
だ
き
ま
す
。

案内人

ろ
っ

こ
ん

ろ
っ

か
ん

ち

ゆ

し
ょ
う

じ
ょ
う

04米子市

11月５・６日（木・金）　　木　13：00 ～　金　9：00 ～　　

【
研
修
】
米
子
城
下
の
ま
ち
あ
る
き

※

２
日
間
に
わ
た
る
研
修
で
す
。

　
参
加
者
に
は
文
化
財
に
関
わ
る
行
政
の
方
も
一
緒
に
研
修
し
ま
す
。
　

　
研
修
の
前
後
に
は
史
跡
整
備
ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク
会
議
が
あ
り
ま
す
。

　
長
い
時
間
を
歩
き
ま
す
。
歩
き
や
す
い
服
装
、
靴
で
お
越
し
く
だ
さ
い
。
　
　
　
　
　

　

参加費　 ： 無料　　　定員　 ： 10名
集合場所 ： 山陰歴史館
申込締切 ： 10月30日（金）
申込・お問合せ ： 米子市教育委員会文化課
電　話 ： 0859-23-5437　FAX ： 0859-23-5414

米子にはまだ知られていない魅力が
眠っています。

是非みつけてください。

　　

山
陰
の
商
都
米
子
に
は
、
江
戸
時
代
か
ら
つ
づ
く
町
割

り
や
、
ち
ょ
っ
と
古
く
て
懐
か
し
い
も
の
が
あ
り
ま
す
。

こ
の
研
修
に
参
加
し
て
、
日
常
生
活
の
中
で
は
通
り
過

ぎ
て
、
つ
い
見
過
ご
し
て
し
ま
う
、
そ
ん
な
も
の
の
中
か

ら
米
子
の
魅
力
あ
る
一
面
を
発
見
し
て
み
ま
せ
ん
か
？
意

外
と
町
中
に
潜
ん
で
い
る
新
し
い
も
の
が
見
え
て
く
る
か

も
し
れ
ま
せ
ん
。
あ
な
た
に
そ
の
第
一
発
見
者
に
な
っ
て

ほ
し
い
な
、と
思
っ
て
い
ま
す
。是
非
ご
参
加
く
だ
さ
い（
両

日
御
参
加
い
た
だ
け
る
方
に
き
て
い
た
だ
き
た
い
で
す
）。

案内人

～
米
子
城
下
を
読
み
解
く
～

下高　瑞哉

06鳥取市

11月14日（土）　　10：00 ～ 12：00　　

ブ
ラ
チ
ャ
リ
　
Ｉ
Ｎ
　
国
府

※

自
転
車
で
ゆ
っ
く
り
移
動
し
ま
す
。

　
飲
料
水
、
雨
具
を
持
参
く
だ
さ
い
。
　

参加費　 ： 100円（保険代）　　　　　　定員　 ： ８名
集合場所 ： 因幡万葉歴史館駐車場
申込締切 ： 11月6日（金）
申込・お問合せ ： 鳥取県教育委員会事務局文化財課
電　話 ： 0857-26-7932　FAX ： 0857-26-8128

国府は宇倍神社、池田家墓所をはじめとする池の宝庫。
その魅力をお伝えします

　　 大川　泰広

鳥
取
市
の
南
部
に
位
置
す
る
旧
国
府
町
は
、
因
幡
三
山

に
囲
ま
れ
、
田
園
風
景
が
広
が
っ
て
い
ま
す
。

古
来
、
こ
の
地
域
は
因
幡
の
中
心
地
と
し
て
栄
え
て
い
ま

し
た
。
平
野
の
一
角
に
は
国
史
跡
因
幡
国
庁
跡
や
国
分

寺
跡
が
点
在
し
て
お
り
、
万
葉
集
に
詠
ま
れ
た
こ
の
土

地
の
面
影
を
今
に
伝
え
て
い
ま
す
。

歴
史
あ
る
こ
の
地
を
ゆ
っ
く
り
自
転
車
で
め
ぐ
り
、
池

田
家
墓
所
な
ど
の
史
跡
を
た
ず
ね
て
み
ま
し
ょ
う
。

案内人

07鳥取市

11月28日（土）　　9：30 ～ 12：00頃　　

山
の
手
庭
め
ぐ
り

※

歩
き
や
す
い
服
装
・
靴
で
お
願
い
し
ま
す
。

　
飲
料
水
、
雨
具
を
持
参
く
だ
さ
い
。

 

参加費　 ： 900円（観音院、興禅寺拝観料、保険代、当日徴収）　　　　定員　 ： 10名
集合場所 ： 仁風閣正門前
申込締切 ： 11月13日（金）
申込・お問合せ ： 鳥取市教育委員会文化財課
電　話 ： 0857-20-3359　FAX ： 0857-20-3050

池田家にゆかりのあるお庭の魅力を皆さんにお伝えしたいと思います。

～
池
田
家
ゆ
か
り
の
庭
を
訪
ね
る
～

江
戸
時
代
、
池
田
家
の
城
下
町
で
あ
っ
た
鳥
取
。
町
の

東
側
に
そ
び
え
る
鳥
取
城
の
山
麓
か
ら
南
に
伸
び
る
道

は
「
山
の
手
通
り
」
と
呼
ば
れ
、
池
田
家
に
ゆ
か
り
の

あ
る
寺
院
が
い
く
つ
も
築
か
れ
て
い
ま
す
。

観
音
院
や
興
禅
寺
を
は
じ
め
、
ゆ
っ
た
り
と
し
た
庭
園

を
も
つ
お
寺
は
少
な
く
あ
り
ま
せ
ん
。

秋
も
深
ま
る
こ
の
季
節
。「
山
の
手
」
の
庭
園
を
め
ぐ
り

鑑
賞
し
て
み
て
は
い
か
が
で
し
ょ
う
か
。

鳥取県、鳥取市文化財担当者
案内人

さんいん史跡日和201507
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さんいん史跡日和2015 08

さ
ん
い
ん
史
跡
日
和
　
開
催
地
マ
ッ
プ

黄
泉
（
よ
み
）
の
国

を
探
検
す
る
2015

出
雲
国
造
ゆ
か
り
の
地

を
た
ず
ね
て
2015

ス
イ
ス
イ
フ
ド
キ
2015

「
越
堂
た
た
ら
跡
」
発
掘
現
場
と

「
口
田
儀
の
ま
ち
な
み
」
見
学
会

ミ
ニ
講
座
・
鳥
井
南
遺
跡
を

め
ぐ
る
人
間
ド
ラ
マ

益
田
の
中
世
を
堪
能
す
る

日
本
遺
産
ま
ち
歩
き
イ
ベ
ン
ト
｢た
た
ら
｣の
本
場
　
吉
田
町
を

散
策

鉄
師
卜
蔵
家
の
里
め
ぐ
り

山
中
鹿
介
ゆ
か
り
の
地

ウ
ォ
ー
ク

都
合
山
た
た
ら
跡
探
訪

ふ
る
さ
と
再
発
見

も
み
じ
ウ
ォ
ー
ク
　
in　
成
徳
・
明
倫
日
本
遺
産
｢六
根
清
浄
と
六
感
治
癒
｣

を
歩
く
！

【
研
修
】
米
子
城
下
の
ま
ち
あ
る
き

鹿
島
の
縄
文
・
弥
生
時
代
の

史
跡
め
ぐ
り

こ
と
う
ら
潮
風
ウ
ォ
ー
ク

山
の
手
庭
め
ぐ
り

ブ
ラ
チ
ャ
リ
　
Ｉ
Ｎ
　
国
府

01

02
08

05

11

09

10

04

03
06

07
04

01

02

03
05

06
07

【
注
意
事
項
】

・
ほ
と
ん
ど
の
イ
ベ
ン
ト
は
事
前
申
し
込
み
が
必
要
で
す
。
受
付
は
先

着
順
で
す
。

・
参
加
料
金
は
当
日
受
付
で
お
支
払
く
だ
さ
い
。

・
イ
ベ
ン
ト
開
始
の
10分

前
ま
で
に
会
場
に
集
合
し
、
受
付
を
済
ま

せ
て
く
だ
さ
い
。

・
イ
ベ
ン
ト
の
集
合
場
所
・
住
所
を
明
記
し
て
い
ま
す
。
事
前
に
お
調

べ
の
上
、
ゆ
と
り
を
も
っ
て
お
越
し
く
だ
さ
い
。

・
申
し
込
み
後
２
～
３
日
経
っ
て
も
連
絡
が
な
い
場
合
は
、
お
手
数
で

す
が
お
問
い
合
わ
せ
く
だ
さ
い
。

・
記
載
さ
れ
て
い
る
持
ち
物
、
服
装
な
ど
十
分
に
ご
留
意
の
上
ご
参
加

く
だ
さ
い
。

・
申
し
込
ま
れ
た
個
人
情
報
は
各
催
行
者
が
管
理
し
、
イ
ベ
ン
ト
催
行

に
使
用
し
ま
す
。

・
キ
ャ
ン
セ
ル
さ
れ
場
合
は
、
必
ず
前
日
ま
で
に
問
い
合
わ
せ
先
に
ご

連
絡
く
だ
さ
い
。
予
約
待
ち
の
お
客
さ
ま
も
い
ら
っ
し
ゃ
い
ま
す
の

で
ご
協
力
を
お
願
い
い
た
し
ま
す
。

・
天
候
等
に
よ
り
イ
ベ
ン
ト
を
中
止
す
る
こ
と
も
ご
ざ
い
ま
す
。
そ
の

場
合
は
各
イ
ベ
ン
ト
の
催
行
者
か
ら
連
絡
い
た
し
ま
す
。

・
念
の
た
め
健
康
保
険
証
の
コ
ピ
ー
等
を
ご
持
参
く
だ
さ
い
。

・
本
イ
ベ
ン
ト
で
撮
影
し
た
画
像
は
、
広
報
媒
体
へ
の
使
用
、
撮
影
者

の
作
品
と
し
て
発
表
す
る
こ
と
が
あ
る
こ
と
を
ご
了
承
く
だ
さ
い
。
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